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1. はじめに
無機ナノ微粒子を光重合性モノマーへ分散し

たナノ微粒子ーポリマーコンポジット (NPC)1

は高い材料設計自由度、低重合収縮性、高い飽
和屈折率変調振幅 (∆nsat)と環境耐性を合わせ
持つ光重合性ナノ光材料であり、ホログラフィッ
ク光記録 2 、ホログラフィック回折光学素子 3、
非線形光学 4、中性子光学 5などへの応用を実証
している。我々はウェアラブルディスプレー応
用のためのRGB全波長に記録感度を持つNPC

による高効率体積 Bragg格子の実現を念頭に、
波長 532nmと 640nmでの有機ナノ微粒子の超
高屈折率ハイパーブランチポリマー (HBP)分散
NPC 6への透過型体積ホログラフィック格子記
録で∆nsatをそれぞれ 0.045と 0.03まで増大可
能であることを実証した 7,8。 本発表では青紫
色（波長 405nm）での HBP分散 NPCの体積
ホログラフィック記録特性について報告する。
2. 実験と結果
超高屈折率 HBPを置換アルキルアクリレー

トと多官能アクリレートを含むモノマーブレン
ドに分散した混合溶液を準備した。この混合溶
液に青色記録のための増感色素と光重合開始剤
系を混合してスライドガラスへ滴下した後に他
のスライドガラスで挟んだ NPCフィルム試料
(膜厚 ≈ 5µm) を用いた。ホログラフィック記
録の実験では 波長 405nmの高コヒーレンス半
導体レーザーを用いて格子間隔 0.5µm の透過
型平面波体積格子を記録して、光感度のない波
長 633nmの緑色レーザーによる回折効率記録
動特性と Bragg 角度離調依存性の測定から波
長 405nm での屈折率変調振幅 (∆n) の記録動
特性を評価した。Fig.1に記録したホログラム
の外観を示す。Fig.2にHBP分散濃度 20vol.%

と 25vol.%のNPCに対する∆nの記録動特性を
示す。この結果から、HBP分散濃度 25vol.%で
∆nsat を 0.03まで増大できることがわかった。

Fig. 1: A photograph of a recorded volume grating.

Fig. 2: Buildup dynamics of ∆n for two NPC film
samples at a recording intensity of 1.25mW/cm2.
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